
世界中の人々から

常に必要とされる企業を創る

第14期 事業報告の件

第14回定時株主総会 報告事項

2020年12月1日から2021年11月30日まで



事業の経過および成果
招集ご通知 6ページ



新型コロナウイルスの影響を大きく受けた事業年度

事業の経過および成果

外出自粛要請長期化

当事業年度におけるわが国経済

新型コロナウイルス
感染症

緊急事態宣言
まん延防止等措置



事業の経過および成果

世界中の人々から常に必要とされる企業を創る

パーソナルトレーニングジム事業
「24/7Workout」

パーソナル英会話スクール事業
「24/7English」

感染予防策に最大限留意のうえ、通常営業継続



事業の経過および成果

３大コスト「人件費」「広告宣伝費」「地代家賃」のコントロール
及び既存・好業績店舗の増床並びに戦略的移転の推進等、
堅実な店舗展開実施。収益構造の改善に努めた。



事業の経過および成果

長引く海外渡航の規制もあり、7店舗の閉鎖を余儀なくされた。

「ネイティブ講師×バイリンガル講師」のコンサル有。低価格オンライン英会話
「BSS(Bilingual Study Support)英会話」を推進。



事業の経過および成果

低糖質食品通販事業「24/7DELI&SEETS」の商品ライン
ナップの充実等により、認知度向上及び販売促進に努めた。

糖質10g以下！

糖質10g以下！



事業の経過および成果
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当期純損失 1億3,670万円 ―

経常損失 4,297万円 ―

営業損失 5,039万円 ―

売 上 高 54億5,717万円 4.3％減

事業の経過および成果

前事業年度比

※1

※2

※3

※1 前事業年度は営業損失 ：10億1,397万円
※2 前事業年度は経常損失 ： 9億8,499万円
※3 前事業年度は当期純損失：15億 26万円

当社はパーソナルトレーニング事業を展開する単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。



設備投資の状況

1億4,833万7千円

設備投資の総額

 主に新規出店及び既存店舗の移転に係る費用



資金調達の状況

3億円

当座貸越契約

新型コロナウイルス感染症の拡大と
その影響の長期化に備えるために

 取引金融機関と締結



対処すべき課題

招集ご通知 7ページ～8ページ



対処すべき課題

01 事業環境の変化に耐え得る収益構造の強化

02 集客手法の最適化

03 リピート顧客の拡大

04 知名度の向上

05 人材の確保

06 内部管理体制の強化



対処すべき課題

01 事業環境の変化に耐え得る収益基盤の強化

新型コロナウイルス感染者数は急増。経済活動の大幅な抑制継続も想定。

+

品質向上

主たる収益基盤

＋α

新規事業・新商品

開 発

オンライン事業

拡 販

+

多角的な収益の確保を目指す



対処すべき課題

02 集客手法の最適化

費用対効果の高いWEB広告手法の開拓
集客手法の最適化にチャレンジ

WEBによる広告宣伝メイン 年々増加傾向
広告出稿・入札状況激化



対処すべき課題

03 リピート顧客の拡大

個別最適提案
繰り返し継続利用いただける価値創出を目指す

各種サービス

×

AI学習による顧客データ分析

・・・



対処すべき課題

04 知名度の向上

知名度向上を目指す

様々なマスメディアを使った情報発信を強化

※その他、各種サービス含む



優秀な人材の確保と育成が必要不可欠

対処すべき課題

05 人材の確保

研修制度の強化

福利厚生の充実

人事制度の整備・運用

魅力のある職場環境を構築



対処すべき課題

06 内部管理体制の強化

コンプライアンス体制の強化 ・ 業務の標準化と効率化の徹底

企業価値の最大化

 コンプライアンス意識を醸成すべく継続的な取り組みを推進

内部統制の環境を適正に整備



事業報告

財産および損益の状況の推移

重要な親会社および子会社の状況

主要な借入先

主要な事業内容

招集ご通知

主要な営業所および工場

従業員の状況

９ページ～10ページに
記載の通りでございます

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）



事業報告

招集ご通知

2. 会社の株式に関する事項

3. 会社の新株予約権等に関する事項

4. 会社役員に関する事項

5. 会計監査人の状況

6. 会社の体制および方針

11ページ～21ページに
記載の通りでございます



計算書類
招集ご通知 22ページ～24ページ



流動資産 2,120,285

固定資産 1,524,397

有形固定資産 1,089,934

無形固定資産 123,970

投資その他の資産 310,492

資産合計 3,644,683

流動負債 1,308,845

固定負債 303,785

負債合計 1,612,630

資本金 792,387

資本剰余金 787,387

利益剰余金 452,410

自己株式 △132

純資産合計 2,032,052

負債・純資産合計 3,644,683

貸借対照表

資産の部 負債・純資産の部（単位：千円） （単位：千円）



損益計算書

売上高 5,457,172

売上原価 2,759,019

売上総利益 2,698,152

販管費及び一般管理費 2,748,544

営業損失 50,391

営業外収益 7,413

営業外費用 0

経常損失 42,978

当期純損失 136,707

（単位：千円）



株主資本等変動計算書

招集ご通知

24ページに
記載の通りでございます


